平成18年度事業報告

Ⅰ．学術集会、講演会、シンポジウムの開催
（１）日本心理学会第70回大会
期日：平成18年11月3日―5日

会場：福岡国際会議場（福岡市博多区）
主催校：九州大学（大会会長：箱田裕司教授）

参加者数：3,193名
（２）公開シンポジウム

期日：平成18年7月30日(日)

会場：科学技術館サイエンスホール（東京都千代田区）
題目：「こころとからだの健康」の心理学

企画：社団法人日本心理学会常務理事会

Ⅱ．学会誌等の刊行　

（１）機関誌“心理学研究”第77巻第1号-第6号を刊行
（２）機関誌“Japanese Psychological Research”Vol.48, No.2-No.4 & Vol.49, No.1を刊行

（３）会誌“心理学ワ－ルド”第33号-第36号を刊行

（４）機関誌“心理学モノグラフ”第31号を刊行

　　　　　　　　　　　　
Ⅲ．研究業績の表彰と研究の奨励

（１）日本心理学会優秀論文賞の選考と授与

平成17年度刊行の“心理学研究”第76巻および“Japanese Psychological Research”Vol.47（特集号を除く）掲載の原著論文のうちから選考委員会において授賞論文を決定し、大会時にその授与を行った。

＜優秀論文賞＞

(a)階段の水平踏面が傾いて見える錯視の実験的解明

著者：對梨成一（立命館大学）

掲載：心理学研究第76巻第2号
(b)反復呈示と二重課題がアウトプットモニタリングに及ぼす影響
著者：杉森絵里子･中西政志･米田英嗣･常深浩平･楠見  孝（京都大学）
掲載：心理学研究第76巻第3号
(c)他者との関係性が表情表出に及ぼす影響の検討
著者：山本恭子･鈴木直人（同志社大学）

掲載：心理学研究第76巻第4号
(d)間接互恵性の成立――非寛容な選別主義に基づく利他行動の適応的基盤――
著者：真島理恵・高橋伸幸（北海道大学）

掲載：心理学研究第76巻第5号
(e)言語確率の曖昧性と方向性――確率情報の性質と意思決定に与える影響――
著者：本田秀仁・山岸侯彦（東京工業大学）

掲載：心理学研究第76巻第6号
(f) Why do residents accept a demanding rule? : Fairness and social benefit as determinants 
of approval of a recycling system

著者：大沼  進（北海道大学）･広瀬幸雄･唐沢かおり･依藤佳世（名古屋大学）・

杉浦淳吉（愛知教育大学）

掲載：Japanese Psychological Research Vol.47 No.1
（２）優秀論文賞受賞者への研究奨励金の授与
上記6論文に対して,研究奨励金を授与した。

IV．国際賞の創設と表彰

（１）国際賞の創設

「社団法人日本心理学会国際賞」を創設した。

（２）国際賞選考委員会による国際賞の選考

国際賞選考委員会にて，国際賞授賞者を選考した。

＜国際賞＞

特別賞  印東太郎（カリフォルニア大学アーヴァイン校・慶應義塾大学名誉教授）
功労賞  本明  寛（早稲田大学名誉教授）
成瀬悟策（吉備国際大学教授，九州大学名誉教授）
奨励賞  亀田達也（北海道大学教授）
村上郁也（東京大学助教授）
西田眞也（NTTコミュニケーション科学基礎研究所主幹研究員）

渡邊克巳（東京大学助教授）

（３）国際賞の授与

日本心理学会創立80周年記念講演・式典にて特別賞・功労賞の授与式を行った。また第70回大会会員集会にて奨励賞の授与式を行った。

V．資格の認定

（１）日本心理学会認定心理士資格の審査と授与

総件数3,864件を審査し，3,679名を合格，92名を不合格，93名を保留とした。
必要な手続を経て資格を取得した者は3,609名であった。

（２）認定心理士研修会

　　　日本心理学会第70回大会時に，認定心理士会企画プログラム(2件)を開催した。

(a)講演会：次世代型ストレスマネジメントの理論と実践:e-healthから呼吸コーチングまで

 講師：津田  彰（久留米大学），Peter M. Litchfield（Better Physiology研究所）

 司会者：磯  博之（兵庫医科大学）

(b)シンポジウム：ポジティブ心理学の臨床心理学への応用:心理学の新しい風にのって

 企画者：津田  彰（久留米大学），島井哲志（神戸女学院大学）

 司会者：津田  彰（久留米大学），長田久雄（桜美林大学）

 話題提供者：島井哲志（神戸女学院大学），安藤満代（聖マリア学院大学），

 稲谷ふみ枝（第一福祉大学）

 指定討論者：小玉正博（筑波大学）

（３）認定基準の検討

認定基準および申請の手引きの内容の改定について検討した。

（４）認定心理士現状調査

認定心理士の現状を把握するためのアンケート調査を実施した。

VI．学会業務の電子化とその促進

（１）機関誌投稿編集業務の電子化

機関誌投稿編集業務の電子化を依頼する業者を選定した。

（２）学会ホームページのリニューアル

平成18年9月，日本心理学会のホームページをリニューアルした。

（３）事務局業務の電子化

事務局業務の電子化を依頼する業者を選定した。

VII．関連学術団体等との連絡および協力

（１）国際心理科学連合

分担金を支払った。

（２）国際テスト委員会

分担金を支払った。

（３）日本心理学諸学会連合

分担金を支払った。

（４）日本認定心理士会

協力金を支払った。
VIII．本会の目的を達成するために必要なその他の事業

（１）創立80周年記念事業

平成18年10月1日，社団法人日本心理学会創立80周年記念講演・式典を開催した。

記念講演では下記の講演を行った。

(a)Science, Applications, Regulation, and Organizations

演者：J. Bruce Overmier（IUPsyS会長・米国ミネソタ大学教授）

(b)中国の心理学と中国心理学会

演者：張侃（中国心理学会会長・中国科学院教授）

（２）各種委員会の開催

常置委員会において所管事項を審議した。

（３）部会・研究会等の支援

9件の研究会を助成した。

（４）会員名簿の改訂ならびに発行

平成18年12月に「日本心理学会会員名簿2006」を発行した。

（５）代議員・理事選挙の実施

平成19年2月に代議員選挙を実施した。

（６）その他
以上
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